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1．はじめに 

 コンクリート構造物中の鋼材の腐食を検出する手法と

して，著者らは鋼材に付与された磁化の変化に着目する

漏洩磁束法を用いた検討を進めている 1)．本研究では，

鋼材の磁化の経時変化に着目したコンクリート構造物中

鋼材の腐食の検出手法に関する基礎的検討として，鉄筋

の乾湿繰返しに伴う腐食が鉄筋に付与された磁化に与え

る影響について実験的に検討するとともに，環境温度の

影響についても調べた． 
 
2．腐食が鉄筋に付与された磁化の経時変化に与える影響 

2.1  実験概要 

 供試体外観を写真-1 に示す．鉄筋は D16，長さは

1000mm のものを使用した．腐食部は鉄筋中央部から左

右に 30mm ずつの計 60mm とし，腐食部以外は防食テー

プで保護をした． 

 着磁および測定方法を図-1 に示す．本検討では S極側

を鉄筋中央部に近づけて離す形で着磁を行った． 
乾湿繰返しサイクル条件を表-1 に示す．塩水または水

の噴霧を 1 時間行った後，乾燥状態を 2 時間保ち，その

後に水の噴霧を 1 時間実施して 1 サイクルとした． 

本検討では鉄筋を一旦着磁した後，塩水噴霧乾湿繰返

し試験と磁束密度の測定を継続して実施した．得られた

測定磁束密度の最大値に対して，腐食前に測定された値

に対する割合を残留磁束密度と定義し，評価指標とし

た． 
2.2 実験結果 

 乾湿繰返し試験は 24 サイクル実施し，腐食部のみ

に着目した質量減少率は表-1 に示す通りとなった． 

 乾湿繰返しサイクル数と残留磁束密度の関係を図-2

に示す．健全な鉄筋と腐食させたものとでは，残留磁

束密度には 7.2%の差が生じたことから，残留磁束密 
 
 
 

度の経時変化から腐食を検出できる可能性が示唆され

た．また，残留磁束密度は健全な鉄筋においても減少

する傾向が見られ，腐食以外にも鉄筋の測定磁束密度

に影響する要因があると考えられる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表-1 乾湿繰返しサイクル条件 

噴霧条件 乾湿繰返しサイクル 質量減少率[%] 

放置(健全) 常時乾燥状態 0.0 

水噴霧 

水噴霧 1 時間 

0.6 乾燥 2 時間 

水噴霧 1 時間 

塩水噴霧 

塩水噴霧 1 時間 

2.8 乾燥 2 時間 

水噴霧 1 時間 

 
 

 
写真-1 供試体外観 

 
 

 
(a) 着磁方法       (b) 測定方法 

図-1 着磁方法および測定方法 単位：mm 
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3．温度が鉄筋に付与された磁化の経時変化に与える影響 

3.1 実験概要 

 供試体外観を写真-2 に示す．100×100×400mm のコン

クリート角柱の断面中央部に長さ 800mm の D16 鉄筋を

埋設した供試体を 3 体作製し，木製棚に設置した．2段

目の供試体には鉄筋中央部に熱電対を取り付け，鉄筋の

温度を測定した．設置環境は，温度変化に差を設けるこ

とを目的として室内，屋内，屋外曝露を 3 つ設定した． 
 着磁および測定方法を図-3 に示す．本検討では X軸正

の方向を N 極側とし，鉄筋右端部から左端部まで水平移

動する形で着磁を行った．その後，引き続き磁束密度の
測定を実施した．測定磁束密度の最⼤値と最⼩値の差を
算出し，測定開始時を基準とした磁化ピーク差の変化量
を残留磁束密度と定義し，評価指標とした． 
3.2 実験結果 

 コンクリート中の鉄筋の温度と残留磁束密度の経時変

化を図-4 に示す．鉄筋の残留磁束密度は各棚の 2段目の

供試体を代表して示している．本実験の条件では，屋内

および室内において，残留磁束密度の変化量が±5%以内

に収まっており，測定開始時に鉄筋に付与された磁化が

保持できていることが確認できた． 
 
4．まとめ 

1) 腐食が進行するにつれて残留磁束密度は減少傾向を

示し，健全な鉄筋と腐食させたものとでは残留磁束

密度に 7.2%の差が生じた． 
2) 健全な鉄筋の測定磁束密度が減少したことから，鉄

筋に付与された磁化の経時変化に寄与する腐食以外

の要因の存在が示唆された． 

3) 測定した温度変化は，屋外曝露，屋内，室内の順に

大きくなった．この条件下で，屋内および室内にお

いて，コンクリート中の鉄筋は測定開始時に付与さ

れた磁化を保持できていることが確認できた． 
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図-2 乾湿繰返しサイクル数と残留磁束密度の関係 

 

 
(a)着磁方法       (b)測定方法 

図-3 着磁および測定方法 

 
(a)室内     (b)屋内    (c)屋外曝露 

写真-2 供試体外観 

単位：mm 

 

    図-4 温度および残留磁束密度の経時変化 

※桃色の領域は 100±5%の範囲を示す． 

 

※赤い範囲は 100±5%の範囲を示す 
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